
令和６年度事業報告書 

  

1.令和６年度  役員氏名 

(1)会長 奥田 一宏 

(2)副会長 岩本 聡 

(3)理事長 浦野 裕司 

(4)事務局長(連絡責任者) 釣谷 匡弘 

(5)市体協専門委員 釣谷 匡弘 

  

2.令和６年度  活動目標 

富山市における ホッケー競技の普及と強化 

富山県内全域でのフィールドホッケーの普及活動への協力 

現状に合った適切な基準での各種ウィルス感染対策に配慮した大会運営や大会参加 

  



  

3.令和６年度  活動報告 

日程 事業名 場所 

４月６日 (土) 令和６年度富山市ホッケー協会総会 富山高校 

４月２７日 (土) 富山県春季ホッケー選手権大会 
（高校生、社会人） 

小矢部市ホッケー場 

６月２日   (日) 富山県高校総体 小矢部市ホッケー場 

７月２０日 (土) 富山県民体育大会ホッケー競技 (二部) 小矢部市ホッケー場 

８月９日 (土) ホッケー競技技術講習会 富山高校グランド 

８月１０日 (日) 富山市民体育大会 (オープン) 小矢部市ホッケー場 

９月２９日（日） 富山県秋季ホッケー選手権大会（高校生） 小矢部市ホッケー場 

１０月６日（日） ホッケー体験会 五福陸上競技場 

１１月１日（金） 
～３日（日） 

第４９回北信越高等学校選抜ホッケー大会 
（高校生） 

福井県立ホッケー場 

１１月９日（土） ホッケー教室 富山県総合体育センタ
ー 

１ ２ 月 ２ ６ 日
（木） 

ホッケー体験会 ハレア学童保育ニュー
トン校 

   



  

4.その他の特記事項 

・ 普及活動として、市内の幼児および小学生を対象に、ホッケー体験会や教室を市内3か所で実施

した。ジュニア競技力向上事業の支援もあり、例年よりも積極的かつ充実した内容の普及活動

を展開することができた。年間の参加者は合計60名に達し、市内の子どもたちやその保護者にフ

ィールドホッケーを認知してもらい、興味を持ってもらう貴重な機会となった。今後も県ホッ

ケー協会や市内スポーツ団体と連携しながら、継続的な普及活動に取り組むことが重要である。 

 

・ 高校の部では、富山県立富山高校ホッケー部が第49回北信越高等学校選抜ホッケー大会に出場す

ることができました。そのため、市内チームの県外大会出場に向けたサポート事業を実施した。

遠征費補助のため、寄付金を募り活動を支援した。 

 

・ 市内へのホッケーゴール設置を進め、富山市奥田北少年サッカー広場に設置する要望を、富山

市スポーツ協会を通して富山市行政へ提出し、協議を進めている。 

※小矢部市立蟹谷中学校よりホッケーゴールを譲渡していただき、富山高校へ設置。現在、富

山高校に設置してあるホッケーゴールを、奥田北少年サッカー場へ設置予定。 

  



 

5.活動写真（令和６年度） 

県民体育大会一般強化補助事業 

 

  

市民体育大会 

 

  

普及活動（ホッケー体験会） 



 

 

  

6. 次年度の課題 

・ 市内における高校生と社会人の合同練習や練習試合の機会を確保し、選手の強化および競

技活動の振興を図る。 

・ 高校生・社会人それぞれの強化と交流を目的に、県内外の他チームとの練習試合や公式試

合への参加を推進する。 

・ 協会員のルール理解を促進し、審判員資格や指導者資格の取得を支援する体制を整える。 

・ 市内における競技人口の減少に対応するため、幼児・小学生・中学生を対象とした普及活

動を実施する。 

・ 普及活動の一環として、小・中学生年代における継続的な競技人口の確保を目指し、県内

チームとの交流試合などを計画・実施する。 

・ 富山市ホッケー協会の運営体制強化のため、OB・OG会への積極的な働きかけを行い、「す

る・見る・支える」といった多様で継続的な関わり方を実現する組織運営を目指す。 

・ 少子化に伴う県内高等学校の再編・統合等を見据え、中長期的な視点でホッケー競技の持

続的発展を支える運営計画を策定し、実行に移す。 

  

  



令和７年度 事業計画 

1.令和７年度  役員氏名 

(1)会長 奥田 一宏 

(2)副会長 岩本 聡  

(3)理事長 浦野 裕司 

(4)事務局長(連絡責任者) 釣谷 匡弘  

(5)市体協専門委員 釣谷 匡弘 

 

2.令和７年度  活動目標 

1. 富山市におけるホッケー競技の普及・強化と世代を越えた連携の推進 

― 幼児から社会人までが一体となって競技に関わり続けられる環境づくりを進めます。 

 

2. 県内外の交流・競技機会の拡充による、選手育成と地域間連携の強化 

― 高校生・社会人を中心に、練習試合や大会参加を通じて技術・意欲の向上を図ります。 

 

3. 競技人口減少・少子化への対応と、持続可能な地域スポーツ運営体制の構築 

― 普及活動やOB・OGとの連携を通じて、「する・見る・支える」多様な関わりを生む協会運

営を目指します。 

 

3.令和７年度  主な活動計画 

日程 事業名 場所 

４月１９日 (土) 富山県春季ホッケー選手権大会（高校） 小矢部市ホッケー場 

５月１７日（土） 富山市ホッケー協会 総会 奥田北公民館 

６月７日   (土) 富山県高校総体 小矢部市ホッケー場 

７月中 市内ホッケー教室１回目 富山高校 

７月９日 (土) 富山県民体育大会ホッケー競技 (社会人） 小矢部市ホッケー場 

８月中 市内ホッケー教室２回目 市内会場 

８月１９日（土） ホッケー競技技術講習会 富山高校 

８月１６日 (土) 富山市民スポーツ大会 小矢部市ホッケ－場 

９月中 市内ホッケー教室３回目 市内会場 

９月２０,２１日 全日本マスターズ大会 小矢部市ホッケー場 

１０月１２日（日） 学童ホッケー大会（富山県ホッケー協会 主催） 小矢部市ホッケー場 



１１月１４ 

   ～１６日  

北信越高校選抜 新潟県会場 

１１月中 市内ホッケー教室４回目 市内会場 

１２月中 市内ホッケー教室５回目 市内会場 

 

 

4.その他の特記事項 

・市内ホッケー教室の開催を年度５回を目標に開催する。 

・人が集まる場所（グランドプラザなど）にて、ホッケー体験会を実施する。 

・富山県ホッケー協会の主催する小矢部市でのホッケーイベントへの協力を行う。 

・市内での競技環境の整備を進めるため、市内施設への設備設置の働きかけを行う。 
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